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日

蓮
聖

人
に

お

け

る

『

摩
訶
止

観
』

受
容
の

問
題

奥

　
野

　
本

　
勇

　
一
　

は
じ
め

に

　

日

蓮
聖
人
が

釈
尊
の

教
え
の

も
と

に、

ど

の

よ

う
に

法
華
経
の

行

者
と

し

て

末
法
の

世
に

実
践
さ

れ
た
の

か
、

と

い

う
こ

と
が

私
に

と

っ

て

の
｝

つ

の

課
題
で

あ
る

。

と

こ

ろ
で
、

法
華
経
に

は、

「

五

種

法

師
」

が

説
か

れ

る

が
、

そ
の

中
「

解
説
」

と

て
、

「

教
え

を
説
く

」

と

い

う

視

点
か

ら
、

聖
人
の

生

涯
に

お

け
る

口

頭
に

よ

る

教
化
活
動
の

実
際
に

つ

い

て

解
明
を

試
み

よ
う
と

す

る
の

が
、

私
の

ア

プ

ロ

ー
チ
で

あ
る

。

そ
こ

で
、

聖
人
遺

文
か

ら
、

そ
れ
に

関

す
る

記
述
と

し

て、

 
［、
談

義
」 、

 
「

天

台
大

師

講
」 、

 
「

摩
詞
止

観
の

講
説
」

の

文
を

抽
出
・

整

理
す
る

こ

と

で

確

認

し

た

い
。

と

こ

ろ

で
、

聖
人
の

教

化
活
動
に

お

い

て
、

天
台
大
師
の

命
目

に

大
師
講
を
開
か

れ
る

こ

と

か

ら、

聖

人
は

い

か

に

天

台
大

師
の

思

想
面

を

受
容
さ

れ

た
の

か
、

と

い

う
問
題
が

起
こ

る
。

そ
こ

で
、

本
稿
で

は
、

聖

人
に

お

け

る

『

摩
訶
止

観』

の

受
容
に

つ

い

て、

聖

人

遺

文
か

ら、

『

摩

訶
止

観
』

の

引

用

文
を

抽
出
・

整
理

す
る

こ

と

で

確
認

し、

つ

い

で
、

聖

人
の

『

摩
訂
止

観
』

の

評
価
と、

「

一

念
三

千
」

の

受
容
に

つ

い

て
、

そ
れ
に

関
す
る
記
述、

A
「

「

摩
訶
止

観
』

と
一

念一．一
千
の

確
立
」 、

B
「

『

摩
訶
止

観』

巻

第
五
」 、

C
「

末
代
に

お

け
る

信
行
」

、

D
「

三

障

四

魔
の

興
起
」

の

文
か

ら

検
討
し
た

い
。

　
二

　
日
蓮
聖
人
に

お

け
る
口

頭
に

よ

る

教
化
活

動

　
日

蓮
聖
人
遺
文
に

、

聖
人
に

お

け

る

口

頭
に

よ

る

教
化
活
動
に

関
す

る

記
述
を

抽
出
し
整
理
す
る

と、

十
四

遺
文

卜
六
箇
所
確
認
で

き

る
。

こ

の

中、

 
は

八
遺
文
九

管
所、

 
は
四

遺
文
四

箇
所、

 
三

遺
文
三

箇
所
で

あ
る

。

そ

れ
ら

を

確
認
す
る

と、

聖
入
は
、

弟
子
や

信
徒
と

の

間
に

お

い

て、

「

談
義
」

「

大

師
講
」

「

摩
訶
止

観
の

講
説
」

に

よ

り
、

人
々

を

教
導

さ

れ
て

い

る

こ

と

が

理

解
で

き

る
。

　

二

　

日

蓮
聖
人
に

お

け
る

『

摩
訶
止
観
』

の

受
容
に

つ

い

て

　
［

［

蓮
聖
人

遺
文
に

み

る
『

摩
訶
止
観
」

引
用
に

つ

い

て、

日
蓮
聖
人
遺

文
中
に

お

け
る

『

摩
訶
止
観
』

の

引
用
文
を
管
見
の

限
り

抽
班
・

整
理
す

る
と、

そ

の

引
用

文
が

四

卜
三

箇
所
確
認
で

き
る

。

そ
の

引
用

文
を、

『

摩
訶
止

観
』

の

十
巻
別
に

み

る

と
、

巻
の
一

は

十
一

箇
所、

二

は
四

箇

所
、

五

は

十
五

箇
所

、

六

は

四
箇
所

、

七

は

三

箇
所

、

八

は

五

箇

所、

十

は
一

箇
所

引
用
が

確
認
で

き

る
。

さ

ら
に
、

引
用
文
に

注
目
す
る

と、

巻

第
五

の

正

修
止

観

章
に

お

け

る

観
不

思
議

境
の
一

節
「

夫
一

心

十
法
界

具
」

の

文
は
、

六

遺
文
に

及
ぶ

こ

と

が

わ

か

る
。

こ

の

こ

と

を
踏
ま
え
つ

つ
、

つ

ぎ

に、

遺

文
か

ち
、

聖
人
の

『

摩
訶
止

観
』

の

評

価
と
、

＝

念

三

千
」

の

受
容
に

つ

い

て、

そ

れ

に

関
す

る

記
述、

A
、

B
、

C
、

D
の

文
か

ら

検
討
す
る

と

以

下
の

こ

と

が

理
解
で

き

る
。

聖
人
は
、

『
摩
訶
止

観」

が
、

「

説
己

心
中

所
行
法
門
」

の

究
極
の

境
地
で

あ
り、

一

念
三

千

を

確
立
さ

れ

た
と

し

て

高
く

評
価
し

讃
え
ら
れ

る

こ

と
。

ま
た、

巻

第

五
、

正

修
止

観
章
の
一

節
「

夫
一

心

具
十
法
界
乃
至
不
可
思
議
境
」

の

引

用
に

よ

り
『
観
心

本
尊
抄
」

の

冒

頭
は

始
ま

り、

末
代
に

お

け
る

聖

人
独

自
の

観
心
論
が
明
示

さ

れ
る

。

す
な
わ
ち
、

一

念
三

千
の

観
法
は

、

末
代

に

お

い

て

は、

釈
尊
の

大
慈
悲
に

よ
り、

題
目
を
受
持
す
る

こ

と

で

得
ら

れ

る

と

し

て

受
容
・

展
開
さ
れ
る

こ

と
。

さ
ら
に、

こ

の
一

念
三

千
の

信

行
者
に

対
し
、

『

摩
訶
止

観』

の

三

障
四
魔

興
起
の

文
を
も
っ

て
、

信
行

（1410〕 318

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

第 6部会

の

心

得
を

示
さ

れ
る
こ

と、

な

ど

で
あ
る

。

　
四
　
お

わ

り
に

　
以
上、

円

蓮
聖
人
に

お

け
る

『

摩
訶
止

観
』

の

受
容
の

問
題
に

つ

い

て

少
し
く

考
察
し

た
。

こ

の

こ

と

か

ら
聖
人
は、

一

念
三

千
の

思

想
が

明
か

さ

れ
る

『

摩
訶
止
観
』

を

高
く

評
価
し
、

そ
の

思

想
を

受
容
さ

れ

て

い

る

こ

と

が
理

解
で

き

る
。

ま
た

、

そ

の

よ

う
な
思
想
を

明
か

さ

れ
た
天

台
大

師
へ

の

鑚

仰
と

、

学
恩
に

対
す

る

報
恩
の

念
と
の

も
と

、

天
台
大

師
講
が

修
さ
れ

て

い

る

こ

と

が

推
察
で

き

る
。

そ
し

て

聖
人
は

、

こ

の

大

師
講
に

お

い

て、

聖

人
の

内
包
さ
れ

る

独
自
の

法

門
を
教
示

す
る

こ

と

で、

人
々

を
法
華
経
の

信
仰
へ

と

導
か

れ

た

と

受
け
と

め
ら
れ

る

の

で

あ
る

。

日
蓮
と

預
言
者
類
型

　
　

ー
佐
渡
流
罪
体

験
の

意
味
す
る

も
の

ー
笠

　
井

　
正

　
弘

　

昨
年
度
の

学
会
で

は
、

小

松
原
法
難
を

中
心
に

日
蓮
の

宗
教
性
形

成
の

背
景
と
な
っ

た

鎌
倉
幕
府
の

内
部
構
造
上

の

特
徴
を
描
い

た
。

そ
こ

に

は

鎌
倉
幕

府
執
権
を
中
心
に

、

侍
所
へ

と

権
力
集
中
を
は
か

る

得
宗
被
宮
層

に

よ

る

嫡
子
一

括
相
続
体
制
と、

問
注
所
を

中
心
と
し
た

伝
統
的
御
家
人

層
に

よ
る

諸
子
分
割
相
続
体
制
の

厳
し

い

対
立
が

存

在
し
た

。

口
蓮
の

宗

教
性
は

後

者
の

利
害
に

強
い

親
和
性
を

示
し

て

お

り、

彼
ら
の

危
機
意

識

を

鋭
く
反

映
し
て

い

た
。

　

今
回
の

報
告
で

は
、

蒙
古
襲
来
と

い

う
国
家
的
危
機

状
況

下
で

生
じ
た

佐
渡

流
罪
事
件
を
通
し

て、

こ

の

体

験
に

よ

っ

て

確
立
し

た
日
蓮
の

宗
教

性
を

考
察
し

て

み

た

い
。

日

蓮
の

宗
教
性
を

理
解
す
る

と

き

に
、

彼
が

当

時
荘
園
領

民
に

広
く
信
じ

ら
れ
て

い

た

伝
統
的
な

天
台
系
密
教
の

正

統
な

後
継
者
で

あ
る

と

い

う
自
意
識、

と
、

正

し

き

信
仰
者
が

な

ぜ

苦
難
に

遭

遇
す
る

の

か

と

い

う
弁
神
論
的
な

矛
盾
と

を
、

如
何
に

克
服
し

た

か

が

問

わ

れ

る
こ

と

に

な
る

。

彼
の

死
後
の

口

蓮
教
団
の

展
開
過

程
で

は、

彼
の

密
教
的
達
人
と

し
て

の

イ
メ

ー

ジ
が

強
化
さ

れ、
「

苦
難
の

弁
神
論
」

の

確
立

者
と

し

て

の

面
が

希
薄
化
し
て

し
ま

っ

た
。

そ

れ

が
日
蓮
の

宗
教
性

の
一

側
面
を
見
え
に

く
く
し

て

い

る
。

　
「

苦

難
の

弁
神
論
」

の

側
面
を

、

「

使
命
的
預
言

者
」

と

し
て

把
握
し

、

そ

の

宗
教
的
価

値
を
発

見
し
た

の

は、

明
治
以
降

現
れ
た

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

系
キ
リ
ス

ト

者
た
ち
で

あ
っ

た
。

こ

の

こ

と

は
日
蓮
を
客
観
的
に

研
究

す
る

こ

と

の

難
し

さ
を
示
し
て

い

る
。

実
証
主
義
的
な
ア

プ

ロ

ー
チ

が
、

客
観
的
研
究
の

確
か

な

方
法
で

あ
る

、

と
思
わ
れ
が

ち
で

あ
る

が、

科
学

的
客
観
性
に

関
し

て
、

根
本
的
に

問
い

直

す
必

要
が

あ
る

。

そ
の

意

味

で
、

ゲ
オ

ル

ク
・

ジ

ン

メ

ル

が
「

社
会
学
の

根
本
問
題
」

で

投
げ
か

け
た

実
証
主

義
的
方
法
へ

の

批

判
は

大
き

な

示
唆
を

与
え
て

く
れ

よ

う
。

彼
の

指
摘
ど
お

り
、

実
証
主

義
は
、

対

象
そ

れ
自
体
が

研
究
ス

タ

イ
ル

を
規
定

す
る

と

い

う
、

哲
学
的
貧
困
の

上
に

研
究
が

行
わ

れ
て

い

る
。

彼
は、

研

究
者
の

主

体
的
関
心
と

対
象
と

の

距
離
こ

そ

が

研
究
を

可
能
に

し
て

い

る
、

と

い

う
。

　

内

村
鑑
三

や

矢
内
原
忠
雄
と

い

っ

た

聖
書

主
義

的
キ

リ

ス

ト

者
た
ち

は
、

彼
ら
の

主

体
的
関
心
と

日
蓮
へ

の

独
自
の

距
離
か

ら
、

日
蓮
に

「

預

言
者
」

を

発
見
し
た

の

で

あ
っ

た
。

そ
れ

は

彼
ら
の

キ

リ
ス

ト

教
理
解
と

密
接
な

関
連
を
持
っ

て

い

る
。

以
上
の

よ
う
な

問
題
意
識
の

も

と

に、

本

（1411）319

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


